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研究成果概要 

低バックグラウンド放射能測定施設の多くは、宇宙線などの自然放射能をなるべく減ら

す目的から、廃トンネルの内部や、鉱山跡などを利用しているため、共同利用者や保守管

理を行う者にとっても、あまり使い易いものではない。我々が管理している施設は、宇宙

線研究所の地下にあり、液体窒素もキャンパス内で調達できるため、非常に使いやすいも

のとなっている。この測定施設は地下 25ｍにあり、広さ 40 平米、天井までの高さは 4m

である。現在では４台のガンマ線検出器が設置されており、PC 制御された計測システム

を構築している。 

この実験室は普段無人のため、温度・湿度、ラドン濃度、検出器冷却用液体窒素容器の

重量、大気圧などを記録するものとして、ハードウェアで構成されたデータロガーシステ

ムを構築した。このシステムは 2005年 6月 24日以来順調に稼動している。取得した生デ

ータはネット上で閲覧可能であり、ユーザーが各自で重量計データをチェックすることに

より、液体窒素の補充に関する不安が少なくなった。この液体窒素重量は最優先項目であ

るため、重量計の値が設定値を下回った時にユーザーにメールでアラームを送信すること

により、万が一にも液体窒素を枯らすことのないような設定を行っている。これらのデー

タは定期的にグラフ化し Yahoo!グループでユーザーに配信している。温度・湿度の経年変

化のデータをみると、平均して 1 年に 1℃最高・最低気温が上昇していたため、この現状

を共同利用研究会で発表し、2007年 2月 28日には空調を所の経費で導入していただきま

した。梅雨の季節に入ってエアコンを稼動させ、設定温度を 25℃にしたあたりから相対湿

度が上昇し始め、最悪の時には 90%を超えることもあり、かなり顕著な結露が見られた。

そこで昨年度には除湿機を増設した。その結果次ページの図に見るように、温度・湿度と

もに完全にコントロールできるようになった。これにより、無人実験室の環境としてはほ

ぼ整備されたと言える。 

昨年度の LiｑN2 容器転倒事故を受けて運搬容器の製造業者と協議し、容器を転倒しづ

らい構造へとの改造を行った。 

 この研究項目は科学的成果が出るものではないが、地下実験室の共同利用研究を支えて

いくためには必須のものであり、今後とも継続していく予定である。 
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       Kashiwa Underground Laboratory
Measurement : 020710 17:00 to 101215 16:20


